
ギ
ネ
ス
記
録
に
向
か
っ
て

ジ
ャ
ン
プ
！

健康なまち習志野をめざしたまちづくりの一環として「Let's Jump in ならしの」を開催（昨年11月）。“縄跳び”でギネス記録保持
者のSADA（渡邉 貞稔）氏が「何でも楽しくやることが健康につながる」と話し、華麗な技を披露しました。
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もし、明日、大地震がもし、明日、大地震が
起こるとしたら



12
月
13
日
、
千
葉
工
業
大
学
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で「
第
2

回
先
端
も
の
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
９
イ
ン
習
志
野
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、ロ
ボ
ッ
ト
関
連
技
術
で
産
業
の

育
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、習
志
野
商
工
会
議
所
が
企

画
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

2
回
目
の
今
回
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
内
蔵
し
自
ら
考
え
て

プ
レ
ー
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
ラ
ジ
コ
ン
操
縦
で
挑
む「
ロ
ボ
ッ
ト

サ
ッ
カ
ー
」競
技
を
加
え
、
ア
イ
デ
ア
と
技
術
の
さ
ら
な
る
融

合
の
試
み
に
観
覧
席
か
ら
声
援
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
他
、

こ
ど
も
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
、
ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト
製
作
体
験
、
企

業
や
研
究
室
の
展
示
な
ど
も
開
催
。

　

実
行
委
員
長
の
千
葉
工
業
大
学
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

南み
な
か
た
ひ
で
あ
き

方
英
明
准
教
授
は
、「
今
後
も
参
加
者
を
増
や
し
な
が
ら
継

続
開
催
し
、
習
志
野
市
民
を
巻
き
込
ん
で
の
”先
端
も
の
づ
く

り
“
と
い
う
機
運
を
高
め
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

習
志
野
商
工
会
議
所
☎（
4
5
2
）6
7
0
0

№ 119

ト
ラ
〜
谷
津
遊
園
と
虎
、
寅
さ
ん
〜

　

平
成
22
年
の
十
二
支
は
寅ト
ラ

で
す
。
今
回
は
、
ト
ラ
を
話
題
に
と
り
あ
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

野
性
の
ト
ラ（
虎
）は
ロ
シ
ア
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
に
か
け
て

分
布
し
ま
す
。
日
本
に
は
も
ち
ろ
ん
野
生
の
ト
ラ
は
生
息
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

中
国
の
古
典
や
絵
画
を
通
じ
て
古
く
か
ら
な
じ
み
深
い
動
物
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
ト
ラ
を
、か
つ
て
は
習
志
野
市
内
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
に
閉
園
し
た
谷
津
遊
園
に
は
、動
物
園
が
あ
り
ま
し
た（
谷
津
動
植

物
園
）。
時
代
に
よ
っ
て
、
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物
は
異
な
り
ま
す
が
、
昭
和
41

年
に
は
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
、
ゾ
ウ
、
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
ヒ
ョ
ウ
、
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
、

ア
シ
カ
、シ
カ
、ク
ジ
ャ
ク
、ハ
ク
チ
ョ
ウ
、サ
ル
、ク
マ
、ヤ
マ
ア
ラ
シ
、キ
ジ
、

ペ
リ
カ
ン
な
ど
が
い
ま
し
た
。
昭
和
53
年
に
は
約
100
種
500
頭
の
動
物
が
い
た
そ

う
で
す
。
ト
ラ
の
頭
数
や
在
園
時
期
の
調
べ
は
ま
だ
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
少

な
く
と
も
昭
和
40
年
代
前
半
に
は
い
た
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
谷
津
遊
園
は
、「
寅
さ
ん
」映

画
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
閉
園
直
後
、
昭
和
57
年
暮
れ
に
封
切

ら
れ
た
シ
リ
ー
ズ
第
30
作「
男
は
つ
ら
い

よ　

花
も
嵐
も
寅
次
郎
」で
す（
ゲ
ス
ト
は

沢
田
研
二
と
田
中
裕
子
）。
沢
田
研
二
演

じ
る
青
年
が
遊
園
内
に
あ
る
動
物
園
の
飼

育
担
当
と
い
う
設
定
で
し
た
。
映
画
の
後

半
部
分
で
、
動
物
園
や
大
観
覧
車
な
ど
閉

園
直
前
の
谷
津
遊
園
の
よ
う
す
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

閉
園
後
の
谷
津
遊
園
跡
地
は
、
谷
津

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
、谷
津
南
小
学
校
、谷
津
公

園
な
ど
の
新
し
い
街
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
動
物
園
だ
っ
た
場
所
は
、現
在
、谷

津
公
園
の
花
木
広
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教育委員会社会教育課

谷津動植物園のインドゾウ（昭和44年撮影）
残念ながらトラの写真はありませんでした。社会教育課では谷津動植物園の
情報・写真提供をお待ちしています。

もし、明日、大地震が

日ごろ、私たちは「自分は大災害に遭うことはない」と漠然と考えています。しかしな
がら、近年の大災害を見ても、思いもよらないところで多くの災害が発生しています。
一日前プロジェクトで取りまとめられた多くのエピソードの中から、今回は3つを紹
介します。「自分だったら」「我が家だったら」と、自分の身に置きかえて読み進めてく
ださい。

起こるとしたら…

阪神・淡路大震災をきっかけとして、災害時のボ
ランティアと平常時における防災活動の重要性
が認識されたことを受け、阪神・淡路大震災の発

生した1月17日は「防災とボランティアの日」、1月15日～21日は「防災とボ
ランティア週間」と定められました。

1月17日は防災と
ボランティアの日

知っていれば良かった
救急救命法
阪神・淡路大震災（平成7年1月）

神戸市 70代 男性

　ほんとうにこれを知っとけば良
かったというのはね、今で言う救急法
の知識ですね。
　当時17歳の女の子が助け出されて、
50代後半に近いおばちゃんが一生懸
命人工呼吸をやっていて、私も手伝っ
て、その子が一度は息を吹き返したん
です。
　そこで私は、「息吹き返したからこ
れで大丈夫や」と思い、「あと、お願い
します」と言ってその場を離れまし
た。とにかく、他にも助けなければな
らない人がたくさんおったから。
　でも、後で、その子が数時間後に窒
息で亡くなってしまったということ
を聞きました。救急法の「気道確保」
とかを知っていたら、口あけて、口
の中に詰まっている土を取り出して
ジュースでも探してきて口をゆすい
であげていたら、あの子は助かったか
もしれないという思いがずっと残っ
ています。ています。ています。

身にしみたご近所の
ありがたさ
宮城県北部を震源とする地震（平成15年7月）

東松島市 70代 男性

そんなところで
寝ていちゃ、ダメ
新潟県中越沖地震（平成19年7月）

柏崎市 20代 男性

　私のうちは3階建てで、2階と3階が
住まい、1階が工場です。夜中の地震
で、観音開きの戸棚から瀬戸物が全部
出てしまって、それを片づけてやれや
れといったところで、2回目の地震が
きました。
　その2回目の地震は揺れがいっそう
ひどくて、家の中は手がつけられない
状態になりました。1階の玄関の引き
戸も鍵がかかったまま、ひしゃげて
しまってすぐにはあかなくなってし
まったのです。
当時、私は腰を痛めていて、寝たり
起きたりしていたんですよ。で、それ
を知っていた近所の人たちがやって
きて、全部片づけてくれました。娘が
いた3階は特に揺れがひどくて、ほん
とうに大変な状況でしたが、近所の人
たちが手伝ってくれて、ほんとうに有
り難かったです。り難かったです。

　前の日の夜が仕事で遅くて、その時
間までまだ寝ていたんです。最初軽
く揺れ出して、「あ、また地震だな。ま
あ、いつものことだから」と思って、そ
んなに慌てもしなかったんですけど、
すぐにクレーン車か何かが突っ込ん
で来たんじゃないかと思うほどの揺
れになりました。
　で、あわてて、パジャマのまま、2階
の部屋の窓から1階の屋根の上に飛び
出たんです。「上から2階の屋根のかわ
らが落ちてきたりして、かえって危な
いよ」とあとで人に言われたんですけ
ど、その時は夢中でした。
　私が寝ていた場所というのは、頭の
ほうにテレビが置いてあって、足元に
は冷蔵庫が置いてありました。やっ
と揺れがおさまって、振り返って自分
の部屋の中を見たら、テレビと冷蔵庫
が自分の寝ていた場所にドン、ドンと
転がっていたのです。
　それを見て、「逃げてよかったな」と
思うと同時に、「そんなところで寝て
いちゃいけないな」と思いました。

「一日前プロジェクト」とは、地震などの災害で被災した人たちに体験談を
聞かせていただき、そこから導き出される教訓などを小さなエピソード
（物語）に取りまとめる、内閣府で推進している活動です。エピソードを広
く活用・普及させることで、一人ひとりの防災・減災への関心や意識を高め
ることを目的としています。

「一日前プロジェクト」は内閣府「災害被害を軽減する
国民運動のページ」で公開されています。

http://www.bousai.go.jp/km/index.html

ロボット関連技術で
地域に新風を

問合せ 安全対策課

12
月
18
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
さ
く
ら
の
家
で
、
市
内
在
住

の
60
歳
以
上
を
対
象
に「
さ
く
ら
の
家
折
り
紙
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
教
室
は
、
季
節
ご
と
に
年
4
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
好
評
で
、今
回
も
定
員
い
っ
ぱ
い
の
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
折
り
方
の
説
明
後
、
20
コ
マ
の
展
開
図
を
見
な
が
ら
参

加
者
は
苦
心
し
つ
つ
も
作
品
を
無
事
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

作
成
中
は
、隣
同
士
で
助
け
合
っ
た
り
、相
談
し
た
り
し
て
、好
ま

し
い
人
間
関
係
を
築
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
夫
婦
で
参
加

し
、
共
に
協
力
し
な
が
ら
作
品
の
完
成
に
満
足
感
を
味
わ
っ
て
い
た

姿
も
印
象
的
で
し
た
。

　
「
折
り
紙
を
通
し
て
自
ら
考
え
る
力
が
養
わ
れ
、ま
た
、指
先
を
動

か
す
こ
と
で
健
康
に
役
立
ち
、認
知
症
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な
り
そ
う
」

と
話
す
参
加
者
も
あ
り
、よ
り
一
層
充
実
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

取
材
：
広
報
ま
ち
か
ど
特
派
員
／
横
平　

正
昭
さ
ん

問
合
せ　

さ
く
ら
の
家
☎（
4
5
1
）3
5
6
6

折り紙の不思議なチカラ
広報習志野　2010.1.15

2
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3 習志野市役所
☎（451）1151



  
お
知
ら
せ
の
凡
例

日
時　

場
所
・
会
場　

費
用　

対
象
者　

定
員

持
ち
物　

申
込
み　

問
合
せ市

役
所
よ
り

高
齢
者
生
活
援
護

給
付
金
の
支
給

介
護
に
係
る
経
済
的
な
負
担
の

多
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者
へ
年

額
２
万
５
千
円
の
生
活
援
護
給

付
金
を
支
給

本
市
の
介
護
保
険
の
被
保
険

者
で
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該

当
す
る
人

①
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人

②
基
準
日（
平
成
21
年
７
月
１
日

ま
た
は
１
月
１
日
）に
お
い
て
本

市
に
１
年
以
上
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

（
本
市
の
被
保
険
者
で
他
市
の
施

設
に
入
所
し
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
本
市
に
住
所
を
有
し
て
い

る
も
の
と
み
な
す
）

③
当
該
年
度
の
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
人
。
た
だ
し
寝

た
き
り
高
齢
者
福
祉
手
当
等
を

受
け
て
い
る
人
は
除
く

※
基
準
日（
１
月
１
日
）に
本
市

に
１
年
以
上
住
民
登
録
を
し
て

い
る
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
人

に
は
、
お
知
ら
せ
文
を
１
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

支
給
方
法
＝
１
月
〜
３
月
の
申

請
分
は
４
月
に
、
対
象
者
本
人
の

指
定
し
た
銀
行
口
座
へ
振
込
み

高
齢
社
会
対
策
課

所
得
税
・
住
民
税
の
控
除

各
ヘ
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
ペ
ー
ジ
最
下
部
参
照
）

〈
障
害
者
控
除
〉

65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
要

介
護
１
以
上
で
あ
っ
て
、
障
害
の

程
度
が
障
害
者
に
準
ず
る
人
に

つ
い
て
は
、
税
の
控
除
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
控
除

に
必
要
な「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」は
、
各
ヘ
ル
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

〈
お
む
つ
費
用
の
医
療
費
控
除
〉

確
定
申
告
の
際
に
医
療
費
控
除

を
受
け
る
場
合
、
医
師
が
発
行
す

る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
２
年
目
以
降

の
申
告
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
意
見
書
で
お
む
つ
の
必
要
性

が
確
認
で
き
れ
ば
、
各
ヘ
ル
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」を
発
行
し
ま
す
。

図
書
館
の
休
館（
蔵
書
点
検
）

大
久
保
１
月
20
日
㈬
〜
28
日
㈭

新
習
志
野
１
月
27
日
㈬
〜
２
月

２
日
㈫

東
習
志
野
２
月
３
日
㈬
〜
９
日
㈫

藤
崎
２
月
10
日
㈬
〜
16
日
㈫

谷
津
２
月
17
日
㈬
〜
23
日
㈫

大
久
保
図
書
館

☎（
４
７
５
）３
２
１
３

講
座
・
催
し

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
、
対
象

は
一
般
、
参
加
費
無
料
、
申
込
受

付
順
で
す
。

普
通
救
命
講
習

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

気
道
異
物
除
去
等

２
月
９
日
㈫
・
19
日
㈮
・
28
日

㈰
午
前
9
時
〜
正
午

消
防
本

部
4
階

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

各
日
15
人

筆
記
用
具

各
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で

に
消
防
本
部
警
防
課
へ

☎（
４
５
２
）１
２
８
３

小
・
中
学
校
書
初
展

１
月
20
日
㈬
〜
26
日
㈫
午
前

９
時
〜
４
時
30
分（
26
日
は
３
時

ま
で
※
菊
田
公
民
館
は
月
曜
日

休
館
）
菊
田
公
民
館
＝
津
田
沼

小
・
谷
津
小
・
鷺
沼
小
・
向
山
小
・

袖
ケ
浦
西
小
・
袖
ケ
浦
東
小
・
三

中
・
五
中　

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

＝
大
久
保
小
・
実
籾
小
・
大
久
保

東
小
・
東
習
志
野
小
・
実
花
小
・
二

中
・
四
中　

モ
リ
シ
ア
津
田
沼

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
＝
藤
崎
小
・
屋

敷
小
・
谷
津
南
小
・
秋
津
小
・
香
澄

小
・
一
中
・
六
中
・
七
中

教
育
委
員
会
指
導
課

い
き
い
き
食ク

ッ
キ
ン
グ
教
室

低
栄
養
予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
と
調
理
実
習

２
月
５
日
㈮
午
前
10
時
〜
１

時

大
久
保
公
民
館

市
内
在

住
の
65
歳
以
上

20
人（
初
参
加

者
優
先
）
500
円

エ
プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具
、

眼
鏡（
必
要
な
人
）

２
月
１
日
㈪
ま
で
に
健
康
支

援
課
へ

バ
レ
ン
タ
イ
ン
お
菓
子

〜
焼
い
て
い
る
間
に
手
早
く
ラ
ン
チ
〜

〈
企
業
局
料
理
教
室
〉

２
月
４
日
㈭
午
前
10
時
30
分

〜
1
時
30
分

谷
津
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の

18
歳
以
上

16
人（
申
込
多
数
の

場
合
抽
選
）
500
円

エ
プ
ロ

ン
・
三
角
き
ん
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

※
保
育
な
し

１
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
F
A
X（
開
催
日
・
氏
名
・

住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
）

で
企
業
局
営
業
企
画
室「
料
理
教

室
」担
当
へ

☎（
4
7
5
）3
3
0
5

（
4
9
3
）8
9
8
9

ぶ
ら
っ
と
観
察
会

「
カ
モ
た
ち
に
と
き
め
く
春
が

や
っ
て
き
た
！
」初
心
者
向
け

２
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
０
時
30
分（
小
雨
決
行
）
小

学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）
20
人

100
円（
保
険
料
・
資

料
代
）
筆
記
用
具
・
飲
み
物
・
帽

子
・
雨
具
、双
眼
鏡（
あ
れ
ば
）

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

☎（
４
５
４
）８
４
１
６

み
ん
な
で
学
ぶ
楽
し
い

囲
碁
入
門
教
室

プ
ロ
棋
士
が
わ
か
り
や
す
く
指

導

１
月
24
日
㈰
①
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
②
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

モ
リ
シ
ア
津
田
沼
セ

ン
タ
ー
コ
ー
ト

各
50
人

電
話
ま
た
は
は
が
き
・
F
A
X

（
参
加
希
望
日
時
・
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
）で
、
〒
275-

0026

谷
津
１

－

16

－

１
モ
リ
シ
ア
津

田
沼
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
７
階
津
田

沼
囲
碁
ク
ラ
ブ
へ

☎（
4
7
5
）5
2
5
5

（
4
7
5
）5
2
8
9

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室

講
義
、モ
デ
ル
犬
に
よ
る
実
演
等

※
飼
犬
同
伴
不
可

２
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜（
受
付
１
時
〜
）
習
志
野
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

30
組

２
，５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
・

保
険
料
含
む
）

２
月
12
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、

往
復
は
が
き（
往
信
面
に
参
加

日
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参

加
予
定
人
数
・
犬
に
関
す
る
相
談

事
、返
信
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
入
）で
、〒
275-

0012
本
大

久
保
５

－

７

－

14
習
志
野
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
生
活
支
援

課「
動
物
担
当
」係
へ

☎（
４
７
５
）５
１
５
４

お
琴
・
尺
八
・
太
鼓

新
春
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

心
に
し
み
る
和
の
調
べ

１
月
31
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

70
人

実
花
公
民
館

☎（
4
7
7
）8
8
9
9

市
立
図
書
館
児
童
文
学

講
演
会「
石
井
桃
子
さ
ん
の
仕

事
を
通
し
て
考
え
る
」

講
師
＝
㈶
東
京
子
ど
も
図
書
館

常
務
理
事
／
荒
井
督
子
氏

２
月
６
日
㈯
午
後
２
時
〜
４

時

サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼
６
階

高
校
生
以
上

60
人

１
月
20
日
㈬
か
ら
市
内
各
図

書
館
で
電
話
で
受
付

大
久
保
☎（
４
７
５
）３
２
１
３

東
習
志
野
☎（
４
７
３
）２
０
１
１

新
習
志
野
☎（
４
５
３
）３
３
９
９

藤
崎
☎（
４
７
５
）３
３
３
０

谷
津
☎（
４
７
１
）２
０
７
２

市
民
企
画
講
座「
平
和
そ
し
て

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

「
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
環
境
問

題
っ
て
な
あ
に
？
」講
師
＝
元
千

葉
大
学
教
授
／
立
本
英
機
氏

１
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

30
人

菊
田
公
民
館

☎（
４
５
２
）７
７
１
１

自
死
遺
族
支
援
公
開
講
演
会

「
つ
な
が
り
・
共
に
支
え
あ
い
・
い

き
る
」〜
自
死
遺
族
と
し
て
人
と

し
て
〜

２
月
５
日
㈮
午
後
１
時
〜
３

時

習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

80
人

電
話
ま
た
は
は
が
き
・
F
A
X

（
氏
名
・
参
加
人
数
・
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
名
・
電
話
番
号
を
記

入
）で
、
〒
260-

0012
千
葉
市
中
央
区

本
町
3

－

1

－

16
千
葉
い
の
ち

の
電
話
事
務
局
へ

☎
043（
2
2
2
）4
4
1
6

043（
2
2
7
）6
9
1
1

第
37
回
聚
華
書
道
会
新
春
書
初
展

伝
統
文
化
の
書
初
展

１
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰
午
前

９
時
〜
５
時（
22
日
は
午
後
１
時

か
ら
、
24
日
は
４
時
ま
で
）
モ

リ
シ
ア
ホ
ー
ル

聚
華
書
道
会
／
吉
原

☎（
4
5
3
）2
0
8
0

冬
の
O
N
E
講
座
パ
ソ
コ
ン
教
室

ワ
ー
ド
･
エ
ク
セ
ル
･
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
･
デ
ジ
カ
メ
等
、
初
心
者

か
ら
中
級
者
ま
で
の
各
種
講
座

２
月
９
日
〜
３
月
30
日
の
毎

週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜
・

午
後
１
時
30
分
〜（
各
２
時
間
）

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

各

10
人

1
講
座
3
，0
0
0
円（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

※
２
月
２
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
に
無
料
体
験
会
開

催（
定
員
20
人
）

習
志
野
商
工
会
議
所

☎（
4
5
2
）6
7
0
0

津
田
沼
南
口
商
店
会
主
催

「
楽
市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

１
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
午
前
10

時
〜
4
時（
雨
天
中
止
）
津
田

沼
公
園（
モ
リ
シ
ア
正
面
広
場
）

㈲
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

☎（
４
０
２
）４
４
７
１

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
・

相
談
会

相
談
事
例
か
ら
見
る
理
事
会
運

営
の
ポ
イ
ン
ト
、
正
し
い
規
約
・

契
約
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
予
防　

個
別
相
談
会
あ
り

１
月
23
日
㈯
午
後
１
時
〜

サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼
６
階

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
、
管
理
組

合
役
員
等

セ
ミ
ナ
ー
30
人
、相

談
会
5
組

住
宅
課

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
会

①
知
的
障
害
者
移
動
介
護
従

業
者
養
成
研
修
課
程
＝
２
月
11

日
㈭
・
13
日
㈯
、
３
月
６
日
㈯
お

よ
び
演
習
1
日（
全
4
回
）②
視

覚
障
害
者
移
動
介
護
従
業
者
養

成
研
修
課
程
＝
２
月
11
日
㈭
・

21
日
㈰
・
27
日
㈯
、
３
月
６
日
㈯

（
全
4
回
）
船
橋
市
福
祉
サ
ー

ビ
ス
公
社

各
40
人

①
２
０
，

０
０
０
円
、
②
３
０
，０
０
０
円

（
減
免
措
置
あ
り
）、
両
課
程
一
括

受
講
３
５
，０
０
０
円

視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
ち
ば

☎
043（
4
2
4
）2
5
0
1

ヘルスステーション
連絡先

谷津☎（479）0066 （477）8348　秋津☎（453）2966 （451）6765　
津田沼・鷺沼☎（453）9303 （451）4822　屋敷☎（478）3330 （477）6247
東習志野☎（476）1662 （477）8738

　

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
買
い
物
の
際
に

マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
を
推
進

し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
と
ご
み
の

減
量
化
を
推
進
す
る
た
め「
マ

イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

き
っ
か
け
に
、
日
常
生
活
の
中

で
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
く

習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
流
れ 

①
レ
ジ
袋
を
辞
退
し
て
、
ス
タ

ン
プ
を
も
ら
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
参
加

店
で
買
い
物
し
た
際
、
レ
ジ
袋

を
辞
退
し
、
専
用
応
募
は
が
き

（
参
加
店
店
内
に
あ
り
）を
提

示
し
ス
タ
ン
プ
を
1
個
押
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
専
用
は
が
き
で
応
募

ス
タ
ン
プ
を
5
個
集
め
た
ら
、

専
用
応
募
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
一
人
何
通

で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
専
用

応
募
は
が
き
1
枚
に
つ
き
1

コ
ー
ス
の
み
希
望
で
き
ま
す
。

③
抽
選
・
賞
品
の
発
送

応
募
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選

の
上
、
当
選
者
を
決
定
し
ま
す

（
賞
品
は
一
人
１
点
ま
で
）
。

当
選
者
の
発
表
は
賞
品
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
賞
品
の
発
送

は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
か
ら

約
1
カ
月
後
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

 

賞
品 

〈
Ａ
コ
ー
ス
〉ク
ッ
ク
膳（
電
子

レ
ン
ジ
調
理
鍋
）　

5
人

〈
Ｂ
コ
ー
ス
〉サ
ー
モ
ス
真
空

断
熱
ケ
ー
タ
イ
マ
グ（
保
温
・

保
冷
可
能
、350
㎖
）　

10
人

〈
Ｃ
コ
ー
ス
〉習
志
野
市
内
共

通
商
品
券（
1
，5
0
0
円
分
）

50
人

〈
Ｄ
コ
ー
ス
〉も
っ
た
い
な
い

ド
ギ
ー
バ
ッ
グ（
残
し
た
料
理

を
持
ち
帰
る
た
め
の
バ
ッ
グ
）

100
人

※
そ
の
他
詳
細
は
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
参
加
店
に
備
え
付
け

の
専
用
応
募
は
が
き
付
チ
ラ

シ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ク
リ
ー
ン
推
進
課

習志野市
マイバッグ
キャンペーン

賞品が当たります！

1月15日㈮～3月12日㈮

健康づくり推進協議会主催教室 問合せ　健康支援課

対市内在住
申①1月22日㈮②2月5日㈮（消印有効）までに、往復はがき（住所・氏名・電話番
号・「教室名」を記入）で〒275-0016津田沼5-14-24健康支援課へ
※後日、参加の可否をお知らせ

男性のこころと
身体の健康相談

男性更年期、ストレスによる心身の不調について専門医等が応相談　予約制・無料
2月4日㈭午後3時～5時 習志野健康福祉センター☎（475）5153

②ヘルシーライフ
　料理教室 III
調理実習。季節の食材を使った
ヘルシー料理
日2月25日㈭午前9時45分～
　1時30分（受付9時30分～）
所谷津コミュニティセンター
定20人
費600円（当日徴収）
持エプロン・三角きん・
　ふきん2枚

参加者
募集!

①歩く健康管理教室 III
ウオーキング。
ちょっと早い旧正月、習志野七福神を
訪ねてみませんか?
日 2月8日㈪午前9時～午後0時30分
（受付8時45分～）※雨天中止
所実籾駅北口（市役所前解散）
定30人
費100円（保険料・当日徴収）
持飲み物・タオル・バス代200円程度
※歩きやすい服装・靴でお越しください。
●持病のある人は主治医にご相談の
うえ、お申し込みください。

広報習志野　2010.1.15

4

広報習志野　2010.1.15

5 習志野市役所
☎（451）1151



精
神
障
害
者
の
家
族
の

講
演
会

「
回
復
力
を
高
め
る
接
し
方
」

S
S
T
リ
ー
ダ
ー
高
森
信
子
氏
の

教
材
ビ
デ
オ
観
賞

１
月
22
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

習

志
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

同
セ
ン
タ
ー
内
家
族
会
事
務
局

☎（
4
7
5
）5
1
5
2

日
本
語
教
師
入
門
講
座

１
日
目
日
本
語
の
教
え
方
実
践
編

２
日
目
日
本
語
教
育
事
情

①
１
月
20
日
㈬
・
27
日
㈬
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
②
１
月
29
日

㈮
・
２
月
５
日
㈮
午
前
10
時
〜
11

時
30
分（
各
全
２
回
）
習
志
野

商
工
会
議
所

①
②
各
8
人

１
日
2
，0
0
0
円（
資
料
代
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
日
本
語
教
師
会

☎
03（
3
3
5
2
）5
4
8
0

吃
音
を
考
え
る
つ
ど
い

講
演「
吃
音
の
あ
る
暮
ら
し
を
考

え
る
〜
幼
児
期
、
学
齢
期
を
中
心

に
〜
」、体
験
発
表
等

2
月
7
日
㈰
午
後
1
時
30
分

〜
5
時

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

吃
音
者
、

吃
音
児
を
持
つ
保
護
者
、
吃
音
問

題
に
関
心
の
あ
る
人

80
人

N
P
O
法
人
千
葉
言
友
会
事

務
局
／
苅か

り
べ部

☎
090（
2
4
1
7
）5
1
0
4

（
3
4
5
）6
6
4
4

a.karibe@
nifty.ne.jp

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
よ
り

㈶
習
志
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会

☎（
４
５
２
）４
３
８
０

窓
口
受
付　

午
前
9
時
30
分
〜

電
話
受
付　

午
前
10
時
〜

〈
ゴ
ル
フ
教
室
〉

グ
リ
ッ
プ
の
握
り
方
か
ら
ウ
ッ

ド
ア
イ
ア
ン
の
打
ち
方
ま
で

２
月
19
日
・
26
日
、３
月
５
日
・

12
日
各
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時

花
見
川
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
）
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
優
先

24
人

７
，０
０
０

円

ゴ
ル
フ
の
で
き
る
服
装
・
ゴ

ゴ
ル
フ
の
で
き
る
服
装
・
ゴ

ル
フ
シ
ュ
ー
ズ（
運
動
靴
可
）・

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
ク
ラ
ブ（
用
具

の
無
料
貸
出
し
あ
り
）

〈
テ
ニ
ス
フ
ェ
ス
タ
習
志
野
〉…

窓
口
受
付
の
み

ダ
ブ
ル
ス
、
総
当
た
り
戦
後
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

２
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜（
予

備
日
３
月
７
日
）
秋
津
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
高
校
生
以
上
※
テ
ニ
ス

コ
ー
チ
、男
性
同
士
の
参
加
不
可

30
組
60
人（
テ
ニ
ス
教
室
参
加

者
優
先
）
１
組
４
，５
０
０
円

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・

着
替
え
・
飲
み
物
等

※
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
は
１
月
24

日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
、
そ
れ
以

外
の
人
は
同
日
午
後
１
時
〜
受
付

男
性
の
た
め
の
ヨ
ガ
体
験
講
座

２
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯
午
前
10
時

〜
正
午（
全
２
回
）
市
内
在
住
・
在

勤

12
人

200
円（
保
険
料
）

屋
敷
公
民
館

☎（
4
7
5
）4
3
5
4

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ミ
ッ
ク
ス
大
会

男
女
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ア
に
よ
る

リ
ー
グ
戦
お
よ
び
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
を
、
合
計
年
齢
が
①
89
歳
以

下
②
90
歳
〜
119
歳
③
120
歳
以
上

の
３
ク
ラ
ス
に
分
け
実
施（
申
込

み
状
況
に
よ
り
ク
ラ
ス
変
更
の

場
合
あ
り
）
２
月
７
日
㈰
午
前

９
時
〜
５
時（
予
備
日
14
日
）

秋
津
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は
連
盟

登
録
者
、
連
盟
招
待
者

１
組

２
，０
０
０
円（
傷
害
保
険
は
連

盟
に
て
加
入
）

１
月
29
日
㈮（
必
着
）ま
で
に

は
が
き
ま
た
は
F
A
X（
ペ
ア
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
）で
、
〒
275-

0016
津
田

沼
7

－

2

－

23
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
／
並
木
日
出
俊
へ

☎
・
（
４
５
２
）６
５
２
１

（
電
話
は
午
後
７
時
以
降
）

冬
季
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会（
一
般
男
女
）

競
技
方
法
は
平
成
21
年
度
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
６
人
制
競

技
規
定
に
よ
る

男
子
＝
２
月
14
日
㈰
袖
ケ

浦
体
育
館
、女
子
＝
28
日
㈰
東
部

体
育
館　

午
前
９
時
開
始

平

成
21
年
度
当
協
会
登
録
チ
ー
ム

お
よ
び
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
編

成
さ
れ
た
チ
ー
ム

登
録
チ
ー

ム
３
，０
０
０
円
、
非
登
録
チ
ー

ム
５
，０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

２
月
８
日
㈪
ま
で
に
申
込
用

紙（
申
込
先
に
あ
り
）に
記
入
し

〒
275-

0001
東
習
志
野
８

－

31

－

18

－

204
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
／
牛

越
今
朝
明
へ

☎（
４
７
４
）７
８
２
０

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

冬
季
オ
ー
プ
ン
大
会

男
子
・
女
子
各
ダ
ブ
ル
ス
１
〜
４

部
２
月
28
日
㈰
午
前
９
時
〜

袖
ケ
浦
体
育
館

100
組
200
人

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
ク

ラ
ブ
員
１
人
１
，３
０
０
円（
小

中
学
生
700
円
）、
そ
れ
以
外
１
人

１
，５
０
０
円（
小
中
学
生
800
円
）

２
月
９
日
㈫（
必
着
）ま
で
に

郵
送
ま
た
は
F
A
X（
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
出
場
ラ
ン

ク
を
記
入
）で
、
〒
275-

0016
津
田
沼

４

－

10

－

８
富
士
ラ
イ
フ
㈱
内

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
／
加
藤
龍

次
郎
へ

（
４
７
０
）６
１
８
９

募　

集

谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

期
間
＝
平
成
22
年
４
月
１
日
〜

平
成
23
年
３
月
31
日　

対
象
＝

谷
津
・
向
山
地
区
に
居
住
し
、
委

員
会
な
ら
び
に
諸
行
事
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
人

2
人

2
月
12
日
㈮
午
後
5
時
ま
で

に
所
定
の
申
込
用
紙
で
谷
津
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

☎（
４
７
１
）２
０
７
１

市
政
広
報
用

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
の
広
告
主

市
で
は
、
自
主
財
源
確
保
策
と
し

て
、
市
政
情
報
と
民
間
事
業
者

の
広
告
を
、
庁
内
に
新
設
す
る
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
放
映
し
ま
す
。

広
告
の
掲
出
に
つ
い
て
は
、
1
月

25
日
㈪
以
降
に
長
田
広
告
㈱
へ

問
合
せ

☎
043（
4
2
4
）6
8
4
8

小
・
中
学
校
で
の
介
助
員

教
育
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
お
よ
び

生
活
・
学
習
面
の
簡
単
な
補
助
を

行
う　

勤
務
開
始
＝
４
月
か
ら

勤
務
日
＝
月
〜
金
曜
日（
１
カ
月

の
う
ち
14
日
以
内
の
勤
務
日
数
）

勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
か
ら
児

童
・
生
徒
が
下
校
す
る
ま
で（
７

時
間
45
分
以
内
）　

時
給
＝
910
円

若
干
名

教
育
委
員
会
指
導
課

☎（
４
５
１
）１
１
３
２

そ
の
他

三
税
共
同
相
談
会

所
得
税
・
事
業
税
・
住
民
税
共
同

の
申
告
相
談
会

１
月
27
日
㈬
勝
田
台
文
化
セ

ン
タ
ー
（
八
千
代
市
）、
28
日
㈭
習

志
野
市
消
防
本
部
各
日
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

申
告
に
必
要
な
書
類

※
土
地
・
建
物
お
よ
び
株
式
な
ど

の
譲
渡
所
得
が
あ
る
場
合
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
混
雑
時
は
受

付
を
早
め
に
締
め
切
る
場
合
あ

り
。
車
で
の
来
場
不
可

千
葉
西
税
務
署

☎
043（
2
7
4
）2
1
1
1

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役

立
て
る
た
め
、
全
国
一
斉
に

「
2
0
1
0
年
世
界
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」（
農
林
業
の
国
勢
調
査
）が

行
わ
れ
ま
す
。
農
林
業
に
携
わ

る
人
の
所
に
、
1
月
中
旬
か
ら
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課

農
地
法
の
改
正

限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
農
地
を

効
率
的
に
利
用
し
、
耕
作
者
の
地

位
の
安
定
と
食
料
の
安
定
供
給

の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21

年
12
月
15
日
付
け
で
農
地
法
等

の
一
部
が
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
事
務
局

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

人
事
・
経
理
・
営
業
・
財
務
・
生
産

管
理
な
ど
、
企
業
実
務
に
即
し
た

専
門
的
知
識
・
能
力
を
客
観
的
に

評
価３

月
７
日
㈰　

受
付
期
間
＝

１
月
19
日
㈫
ま
で

１
級
７
，

８
５
０
円
、
２
級
５
，２
５
０
円
、

３
級
４
，２
０
０
円

千
葉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
043（
２
９
６
）１
１
５
０

障
害
者
差
別
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

月
〜
金
曜
日
の
午
前
9
時
〜

5
時

習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
専
用
電
話

☎（
4
7
4
）1
3
8
9

043（
2
2
2
）4
1
3
3

sjourei@
m
b.pref.chiba.lg.jp

千
葉
県
障
害
福
祉
課
障
害
者

計
画
推
進
室

☎
043（
2
2
3
）2
9
3
5

突
然
の
訪
問
に
ご
注
意
を

　

空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
心

配
な
季
節
、消
防
設
備
に
ま
つ

わ
る
ご
相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
】

 

事
例 

「
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
た
」と
訪
問
を

受
け
、
設
置
依
頼
し
た
と
こ

ろ
高
額
請
求
を
受
け
た
。

 

ア
ド
バ
イ
ス 

　

消
防
職
員
が
一
般
家
庭
を

戸
別
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
販
売
し
た
り
、
設

置
状
況
を
点
検
し
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者

に
委
託
し
て
訪
問
販
売
・
点
検

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
設
置
し
て
い
な
い
と
罰
則
が

あ
る
」「
法
律
で
定
期
点
検
が

必
要
」と
、
事
実
と
異
な
る
説

明
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

制
服
の
よ
う
な
装
い
で
惑
わ

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
で
は
、
平
成
22
年

２
月
26
日
ま
で
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
普
及
員（
身
分
証
・

名
刺
携
帯
、
帽
子
・
腕
章
着

装
）が
火
災
警
報
器
の
普
及

促
進
の
た
め
戸
別
訪
問
を
し

て
玄
関
先
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
販
売
等

は
し
ま
せ
ん
。

【
消
火
器
】

 

事
例 

「
古
い
消
火
器
を
処
分
し
ま

す
」と
訪
問
を
受
け
、
高
額
な

処
分
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。

 

ア
ド
バ
イ
ス 

　

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破

裂
事
故
頻
発
を
受
け
、
不
安

感
に
乗
じ
た
訪
問
販
売
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

消
防
職
員
が
消
火
器
を
回

収
し
た
り
、業
者
に
処
分
を
委

託
し
て
戸
別
訪
問
を
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
火
器
を
処
分
す
る
際

は
、
本
体
に
記
載
し
て
あ
る

製
造
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

　

処
分
は
有
料
で
、
金
額
は

メ
ー
カ
ー
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。
依
頼
を
し
た
際
に
確
認

し
ま
し
ょ
う（
腐
食
が
進
ん

だ
消
火
器
の
レ
バ
ー
に
は
絶

対
触
ら
ず
、
メ
ー
カ
ー
に
連

絡
し
ま
し
ょ
う
）。

な
お
、
一
般
家
庭
で
は
消

火
器
の
設
置
・
点
検
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
法
律
で
設
置

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」

「
定
期
点
検
が
必
要
」と
の
口

実
で
訪
問
し
、
高
額
で
消
火

器
を
販
売
す
る
ケ
ー
ス
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
４
５
１
）６
９
９
９

し
尿
収
集

し
尿
収
集

し
尿
収
集

し
尿
収
集
問
合
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
課・茜
浜
衛
生
処
理
場

☎（
4
5
4
）6
9
1
1

2
月

日 収　集　地　区　　
  1日㈪ 東習志野1・2・3・4 / 本大久保3・4・5 / 鷺沼台4
  2日㈫ 東習志野 4・5・6 / 実籾 5 / 大久保 1・2
3日㈬ 実籾 1・5・6 / 大久保 2・3
4日㈭ 実籾 1・2 / 大久保 3・4
5日㈮ 実籾 2 / 新栄 1・2 / 津田沼 1・3
8日㈪ 実籾 2・3・4 / 津田沼 4・5・6・7 / 谷津町 1 / 藤崎 1
9日㈫ 藤崎 2
10日㈬ 実籾 4 / 東習志野 8
11日㈭ 建　国　記　念　日
12日㈮ 東習志野 8 / 藤崎 3
15日㈪ 東習志野 8 / 藤崎 4
16日㈫ 屋敷 1 / 藤崎 5・6・7
17日㈬ 屋敷 1・2 / 鷺沼 1・2・3・4・5
18日㈭ 屋敷 2・3・4 / 鷺沼台 2
19日㈮ 屋敷 5 / 谷津 2・3・4
22日㈪ 屋敷 5 / 花咲 2 / 谷津 5
23日㈫ 谷津 5
24日㈬ 花咲 1・2
25日㈭ 実籾本郷 / 谷津 6
26日㈮ 実籾本郷 / 谷津 6・7

※
臨
時
し
尿
収
集
を
希
望
す
る
人
は
く
み
取
り
日
の
前
日
午
後
2
時
30
分
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　災害時に小中学校の体育館など一般的な避難所では
生活することが困難な災害時要援護者の避難支援体制
を強化するため、下表の法人と「災害時における要援
護者の受入れに関する協定」を締結しました。この協
定は、法人が運営している施設を「福祉避難所」として
指定し、市と法人が連携して災害時における要援護者
の受け入れや施設の一部使用などの避難支援を行って
いくものです。

協定締結先一覧（順不同）
法人名 施設名

社会福祉法人　旭悠会 特別養護老人ホーム
習志野偕生園

社会福祉法人　清和園 特別養護老人ホーム
セイワ習志野

社会福祉法人　慶美会 特別養護老人ホーム
マイホーム習志野

社会福祉法人　八千代美香会 地域交流プラザ
ブレーメン習志野

医療法人社団　愛友会 介護老人保健施設
ケアセンター習志野

次の施設も福祉避難所になります
法人名 施設名

社会福祉法人　江戸川豊生会 養護老人ホーム　白鷺園

社会福祉法人
習志野市社会福祉協議会

老人福祉センター 
　さくらの家

地域福祉センター 
　いずみの家

社会福祉法人　豊立会 東部保健福祉センター
※福祉避難所は、介護が必要な高齢者や障害者などの災害
時要援護者の方々を対象に開設する避難所です。
※避難所とは、災害で自宅に住めなくなった人が一定期間
避難生活をする場所で、小中学校の体育館を基本に開設し
ます。また、被害の状況などに応じて、幼稚園や保育所な
どのその他の公共施設も避難所として開設します。

福祉避難所の協定を締結

精神保健
福祉相談

精神疾患や心の健康について精神科医が応相談　予約制・無料 2月3日㈬・24日㈬午後2時～八千代市
障害者福祉センター、9日㈫午後2時～習志野健康福祉センター
習志野健康福祉センター☎（475）5152

問合せ 安全対策課
保健福祉調整課

「習志野市の海を活かしたまち
づくり」市民発表会の作品展示

同発表会の最優秀賞および市長賞受賞作品を展示 １月18日㈪～2
月12日㈮（JR津田沼駅南口連絡所開設時間） JR津田沼駅南口連絡
所（モリシア津田沼レストラン棟７階） 企画政策課

広報習志野　2010.1.15

6

広報習志野　2010.1.15

7 習志野市役所
☎（451）1151



広報習志野は再生紙と環境にやさしい大豆油インクを使用しています

•市県民税・所得税の申告

　　　　　　　　　ほか　　

習志野市
広報課

市の人口〒275-8601 習志野市鷺沼1-1-1
☎ 047（451）1151 ㈹
FAX 047（453）9313
http://www.city.narashino.chiba.jp/

毎月２回 １日・15日発行

○総人口 ....... 161,762人　
○男 .................81,420人　
○女 .................80,342人　
○世帯数 ..........68,055世帯

H21.12.1現在
次号の予告
変更の場合あり

習志野文化ホール自主事業ご案内 222 月　主な催物月　主な催物月　主な催物

今月の休館日：3日㈬、10日㈬、17日㈬、24日㈬

テレビ広報
なるほど習志野
テレビ広報
なるほど習志野

JCN船橋習志野「JCNプラスチャンネル」
地デジ11ch, アナログ9chで放送中!
放送時間 午後6時15分, 午後10時（各15分）

・マイバッグキャンペーン実施中!!
・ふるさと産品　　　　　　　他

1月後半号    1月15日～31日放送

放送終了後
市ホームページ
でも動画配信中
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日 曜 催 　　物　　 名 開演時間 入場方法

2 火 都はるみコンサート2010 14:30
18:30

S:6,800円
A:5,500円

4 木 平成21年度習志野文化ホール自主事業
桂歌丸三遊亭楽太郎二人会 18:30 完売

5 金 美輪明宏音楽会《愛》 18:30 全席指定6,500円
7 日 2010年新入学おめでとう大会! 14:00 事前応募制

11 木 天満敦子ヴァイオリンリサイタル 14:00
全席自由

大人:2,500円
小中高生:1,500円
※当日各500円増

14 日
Class Aバレエスタジオ
第1回ステージパフォーマンス
Class A Ballet Studio “UNVEIL”
Valentine Fairies～キューピッドの夢～

18:00

全席自由
大人:2,500円
中高生:2,000円
小学生:1,500円
カップルチケット（2枚）

:4,000円

16 火
“ジュピター”から“パイレーツ・オブ・カリビアン”まで
女神たちが奏でる名曲の世界
～リュウ菅野&アルティスタ・コルダ・オーケストラ～

18:30 全席指定5,000円

20 土 習志野市立谷津小学校ファミリーコンサート 14:00 自由

21 日 習志野シンフォニックブラス第12回演奏会 13:30 全席自由600円
※当日100円増

26 金 稲垣潤一アコースティックライブ2010 18:30 全席指定5,500円
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※やむを得ない事情により、曲目・出演者等は変更する場合があります。
※車いすで来館のお客様は事務室受付までおいでください。客席へご案内します。
※未就学児童の入場はご遠慮ください。保育は各公演日の10日前までに要予約。
■主催・問合せ/習志野文化ホール☎ （479）1212 〒275-0026 谷津1-16-1
http://www1.seaple.ne.jp/narabunh/

パイプオルガン&バリトン
コンサート

2010年

1月31日㈰
15:00開演～美しい名曲で、楽しい時を～

全席自由1,000円

指揮／飯森範親 テノール／佐野成宏　ソプラノ／小林沙羅
管弦楽／ニューフィルハーモニーオーケストラ千葉
〔曲目〕歌劇「ドン・パスクァーレ」より 二重唱“もう一度、愛の言葉を聞かせて”、「椿
姫」より“燃える心を”二重唱“パリを離れて”他

発売中

発売中

〔曲目〕J.S.バッハ/小フーガ ト短調 BWV578、トッカータ、アダージョとフーガハ
長調 BWV564　F.シューベルト/魔王　C.バルバトル/ラ・マルセイエーズ  他

パイプオルガン／椎名 雄一郎　バリトン／初鹿野 剛〔二期会〕

〔予定曲目〕オルフ/《カルミナ・ブラーナ》より、シューマン/水の精（ロマンス集 第2集
より）、サウンド・オブ・ミュージックから、マイケル・ジャクソン＆ライオネル・リッチー
/ウィ・アー・ザ・ワールド、日本古謡/さくらさくら、中田喜直/ちいさい秋みつけた  他

県民芸術劇場 習志野公演　佐野成宏・小林沙羅＆ニューフィル千葉

オペラ名曲コンサート
2010年

3月14日㈰

全席指定S:5,000円
A:4,000円
B:3,000円

14:00開演

2010年

4月29日（木・祝）

16:00開演
全席指定S:5,500円

A:4,500円
B:3,500円

平成 22年度自主事業

ウィーン少年合唱団 発売中

市の窓口業務や手続き、子育て、福祉、健康、施設
案内などの行政情報のほか地域の情報をまとめた
「市民ハンドブック」を
民間事業者㈱サイネッ
クスとの協働で発行し
ます。

発行予定：5月
配布：市内全世帯

市と民間事業者との協働で

を発行 問合せ　広報課

2月末まで「市民ハンドブック」に掲載する広告を募集し
ます。広告掲載を希望される事業者は、㈱サイネックス
☎03（3265）6545へお問合せください。なお、掲載広告
を募るため、㈱サイネックスが市内事業所（団体や商店
など）を訪問します。

広告募集について

市民ハンドブック
対象  市内に居住する小学1～3年生で、保護者が仕事や
病気等で、放課後家庭において継続して適切な保護を受
けられないと認められた児童
※現在放課後児童会に在籍中の人へは、児童会を通して
ご案内します。
場所  市内各小学校内
時間  〈平日〉放課後～午後7時
　　　〈学校休業日〉午前8時30分～午後7時
※日曜・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）は休み
費用 児童1人につき月額6,900円（平成22年4月1日か
らの額です）。世帯の収入状況により、減免制度あり。こ
の他に、おやつ代2,000円程度、雑費600円程度が必要
申込み  2月1日㈪～15日㈪に、必要な書類をそろえ
て青少年課へ
※平日のみ受付。ただし2月6日㈯のみ、午前9時～午
後4時受付。

平成22年度

放課後児童会（学童保育）の
入会申請受付 問合せ　青少年課

保育あり

保育あり

保育あり
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